
区分 団体名 事業名 頁

やどり木 孤育てを防ぐために０歳～１５歳までの子育てを繋ぐ 1-6

特定非営利活動法人音頭座がらく 新しい形の祭り・盆踊りイベント提案プロジェクト～地域交流機会の創出と活性化～ 7-9

～ほ～むべ～す～ 子育てと教育について考える、映画上映会 10-13

東大阪ペタンククラブ ペタンク＆フランス文化体験会
～健康促進と多様性のコミュニティづくり、フランス言語・文化と触れ合い世界の多様性を学ぶ～ 14-15

東大阪「通いの場」連絡会 東大阪市内の各種「通いの場」ネットワークづくり事業 16-17

ダブルケア東大阪 ダブルケア当事者の居場所づくり事業 18-21

特定非営利活動法人フリースペースかんの ～学校に行きにくい児童生徒へいろいろな機会を与える～ はじめの一歩 22-24

EN 地域全員顔見知り（ご縁づくり）事業 25-28

ちいさなて 子どもの夢を咲かせるバクプロジェクト 29-33

ひのもと みんなで考える「食」と「お金」 34-37

よりみち なんでもはなしてみよう会 38-39

東大阪市障害者文化スポーツ大会 東大阪市障害者文化スポーツ大会 40-41

弥刀もりあげ隊 トライアルしやすい商店街プロジェクト 42-44

社会資源開発研究会 高次脳機能障害や若年性認知症の地域理解と当事者・家族の交流と社会参加促進事業 45-46

ＮＰＯ法人リード ラグビーのまちでラグビーを「やってみる＆やろう 」イベント 47-48

特定非営利活動法人多言語・多文化サポートICHI 誰もが活躍できる多文化社会の実現に向けて 49-52

ユメカナエフェス実行委員会 ユメカナエフェス２０２３ 53-55

スタート支援

事業チャレンジ

令和５年度地域まちづくり活動助成金成果報告会 発表資料
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やどり木
～孤育てを防ぎたい～

【子育てサークル】

コロナ渦の孤独な子育てを防ぐ

そのため人と人、人と物を繋ぎたい
例えば・・・

親 と 親
子ども と 子ども
親 と 専門機関（専門職）
人 と 子育てアイテム

事業目的

１、未就学児親子の交流
２、保護者の交流
３、育児講座の実施
４、イベントの実施
５、リユース会の実施

活動内容
～主な活動５つ～

活動実績
１、未就学児親子の交流

旭町子育て支援センターでの活動を再開しました

【ベビーヨガ】
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活動実績
２、保護者の交流

【ママのおしゃべり会】

ランドリーカフェ ハレ

発達障害への捉え方や
学校への行き渋りの対応など

【あいおと会】発達相談
活動実績

活動実績
３、育児講座の実施

【走り方教室】

くつの
選び方のお話

→

理学療法士の先生に講座を依頼

【食育 おうちパン】
子どもたちが成形
お昼ご飯に焼きたてパン!

活動実績
３、育児講座の実施
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【情操教育 草花あそび】

活動実績
３、育児講座の実施 活動実績

４、イベントの実施
【やどり木祭り】

四条市民プラザ

・射的、ミニライブ、クッキー作りなど

【こどもの居場所づくり】

四条市民プラザ

宿題や工作を異年齢で活動

活動実績
４、イベントの実施

【こどもの居場所づくり】

四条市民プラザ

昼ご飯の提供＆お手伝い

活動実績
４、イベントの実施
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活動実績
５、リユース会の実施

やどり木祭りで開催
【ぐるぐる会】

①公式ライン登録者２００名以上

現在２６９名で達成

②毎月の活動を年間50回以上継続的に実施
今年度は５３回開催で達成

（参加総数６００名以上）

事業成果と効果
～申請時の目標と結果～

イベント参加者の年齢層
未就学児4割 小学生6割

～参加者の内訳①～
事業成果と効果

81
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41
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44
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一昨年

去年

今年

0-3歳 4-6歳 1-3年 4年以上

未就学児

未就学児 小学生

未就学児 小学生

小学生

去年と今年はほぼ同じ

長期休みに学年や校区を越えた
『子どもの居場所づくり』を中心

今後の事業目的
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広報・・・ふれあい祭りに参加

資金・・・やどり木まつりの拡大

人材・・・ママスタッフの育成

自立・継続に向けて

ステップ① やどり木イベントのブーススタッフを経験
ステップ② 交流会や育児講座の運営をサポート付きで経験を重ねる
ステップ③ 新しい拠点地域で運営リーダとなる

新事業 ママチャレ

・地域活動に興味のあるママのきっかけづくり
・やどり木の各地域リーダーを目指す

※ママのチャレンジを応援する、という意味合いから
ママスタッフの人材育成事業を『ママチャレ』とする

小中学生の居場所づくり
⇒学校や家庭以外の地域に集う場所ができる

期待される成果

こどもたち
保護者 地域⇔つながり⇔

安心できる生活

期待される成果

こどもたち
保護者 地域⇔つながり⇔

困ったときに頼ったり
相談できる関係の構築

孤独な子育てを地域全体で防ぐ
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やどり木は
R６年度も助成金事業として

東大阪が子育てしやすい街になるよう
孤独な子育てが防げるような活動を
これからも継続いたします 

最後に 完

ご清聴ありがとうございました
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令和５年度東大阪市地域まちづくり活動助成金成果報告会

スタート支援部門

新しい形の祭り・盆踊りイベント提案

～地域交流機会の創出と活性化～

特定非営利活動法人音頭座がらく

事業の概要

こどもから大人までが楽しめ、地域コミュニティに参加
しづらいこどもや若年層とその家族も気軽に参加でき
る「新しい形の盆踊り提案イベントを開催し、地域住民
の交流と相互理解を深めるモデルケース形成を図る。

障がいのあるこどもやその家族も準備段階から参加するモデルケー
スと地域住民の世代構成に合せた企画と会場準備・設営から運営
までをパッケージ化し、その「新しい形の盆踊り提案イベント（”新春”
音頭座がらく音楽祭 in 東大阪）」を開催。

事業の目的（地域課題・社会的背景）

令和４年度の「新しい形の祭り・盆踊りイベント提案プロジェクト」
事業での意見交換会で、「障がいのあるこどもやその家族は、祭
りや盆踊りに行きたくても躊躇してしまう。」「参加（出演）したくて
もその機会がほとんどない。」という意見を受け、そのような社会
が支えるべきこどもそやその家族にも企画段階から携わってい
ただき、イベント参加・出演できる場を設け、地域住民の交流と相
互理解を深める機会を創出する。

事業の具体的内容

祭りや盆踊り、各種イベントの企画・構成・施行に関する意見交換
会やインターネットによる情報発信を実施すると共に、河内音頭を
はじめとする伝統芸能の練習生・研修生の募集と講習会を重ねて、
次代の担い手となる住民の参加機会を作る。
また、障がいのあるこどもやその家族も準備段階から参加するモ
デルケースと地域住民の世代構成に合せた企画と会場準備・設
営から運営までをパッケージ化し、その「新しい形の盆踊り提案」
イベントを開催し、インターネット
でも配信することにより、来場者
以外にも広く訴求する。
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活動実績と成果・効果
〈祭りや盆踊り・各種イベントの意見交換会の実施〉
※大阪府立東大阪支援学校・八尾支援学校、東大阪市立石切小学校に通う児童・生徒と
その家族を対象にした意見交換会。

① 6/27（火）だんけ石切（放課後等デイサービス事業所）：参加人数７名

② 9/30（土）だんけ石切（放課後等デイサービス事業所）：参加人数６名

具体的な課題の確認と対策案を検討
・イベント参加・出演に対する不安や躊躇（当日の体調や精神面の
不安定による他の出演者への影響を心配するが故の遠慮等）を払
拭させるための準備体制構築。

活動実績と成果・効果
〈河内音頭講習会の実施〉※ホームページ、各種SNS等で告知

① 7/12（日） 東大阪市文化創造館音楽スタジオ１：参加人数 4名

② 9/3 （日） 東大阪市文化創造館音楽スタジオ1：参加人数 4名

従来の師弟関係による口伝という形式ではなく、参加条件を極力設
けずサークル的な気軽さで参加していただき、ほぼ同じメンバーがリ
ピーターとなり、4名のステージ出演が実現し引続き活動中。

③10/29（日） 東大阪市文化創造館音楽スタジオ１： 参加人数 4名

④ 3/10（日） 東大阪市文化創造館音楽スタジオ１： 参加人数 3名

活動実績と成果・効果
〈新しい形の盆踊り提案イベント「”新春”音頭座がらく音楽祭in東大阪」開催〉
※インターネットラジオ番組、ホームページ、各種SNS等で告知

1/14（日）東大阪市文化創造館多目的室：入場者数 135名

従来の音頭愛好家だけでなく、世代やジャンルをこえた来場者が楽
しめる空間と時間の共有を実現。

新しい形の盆踊り提案イベント 【”新春”音頭座がらく音楽祭in東大阪」】
だいとうＦＭ YouTubeチャンネルでダイジェスト版公開中！
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今後の事業展開

今年度は、令和４年度・５年度で実施してきた【新しい形の祭り・盆
踊り提案プロジェクト～地域交流機会の創出と活性化～】事業のま
とめとして、幅広いジャンルの音楽とともに、日本各地の郷土芸能
や民謡が一堂に会するイベントの企画・設営・運営までをパッケー
ジ化した提案を行い、各地域での開催に繋げて地域住民の交流を
深める機会の維持・拡大を目指す。
また、河内音頭をはじめとする伝統芸能・文化の伝承と活性化を
目的に、世代やジャンルを問わず様々な交流や情報をインター
ネットラジオ等により広く発信すると共に、河内音頭の練習生・研
修生の募集と講習会を重ねて、次代の担い手となる演者養成を行
う（令和４年度・５年度で４名が初舞台を経験し活動継続中）。
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ペタンク＆フランス文化体験会
～健康促進と多様性のコミュニティ
づくり、フランス言語・文化と触れ
合い世界の多様性を学ぶ～

団体名: 東大阪ペタンククラブ

概要

助成区分: 

スタート支援部門
（一回目）

助成金額:

 196,713円

総事業費: 

196,713円

事業の内容

1. フランス文化講座＆ペタンク体験講座
2. ラグビー試合時のペタンク体験及びパ
ネル展示

3. 助成金活動以外でのペタンク体験の出
展

事業評価

３．事業評価
１ 十分だった
２ 一定できた
３ 不十分だった

① 実施時期（日時）はよかったか １ ・ ２ ・ ３

① 実施場所はよかったか １ ・ ２ ・ ３
③プログラムの内容はよかったか、
事業目的と整合性がとれていたか １ ・ ２ ・ ３

④受益者は意図した人たちだったか、計
画通りの参加人数があったか １ ・ ２ ・ ３ 

⑤実施体制、協力・連携団体・機関は
よかったか １ ・ ２ ・ ３

⑥企画・準備はうまくいったか １ ・ ２ ・ ３
⑦広報はよかったか １ ・ ２ ・ ３ 

⑧予算は妥当だったか １ ・ ２ ・ ３
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事業の成果と課題

• 成果
ペタンク普及の一定の成功、フランス文化
（地域文化）への触れ合い

• 課題
ペタンクの認知度の低さ、その解決策とし

てのブース出展からの動線確保

次年度の改善点

• イベント出展と東大阪ペタンクまつり
の実施

• 世代間を超越した交流による多様性へ
の気づき

• 出展の売上、イベント参加料、寄付金
等による自立化
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令和5年度
地域まちづくり活動助成金

成果報告会

団 体 名 東大阪「通いの場」連絡会

助成区分 スタート支援区分

事 業 名 東大阪市内の各種「通いの場」

ネットワークづくり事業

地域共生社会の実現のためには「住民自身が主体的に動く」こ

とが必要です。すでに市内で活動されている子育て・障害者・高

齢者すべてに関係する“通いの場”の繋がりをつくり、それぞれ

の“通いの場”の充実や新たな“通いの場”の創設を目指すとと

もに、市役所担当部局や関係機関の協力も得て、様々な取り組み

を展開していくネットワークづくりを目指しています。

令和5年度は 、次の事業に取り組みました。

1．「例会」「イベント」「公開例会」の開催

2．市内の「通いの場」や関係機関に広報（郵送×6回）

3．地域福祉ネットワーク推進会議への参加

会員数27（個人21・団体6）と目標の30には届きませんで

したが、さまざまな取り組みで、ネットワークづくりに向けて

確かな手応えを感じることができました。

特に「イベント」は、「つながろう『通いの場』大交流会」

と称して2回開催、のべ100名ほどの個人や団体の参加をいた

だき、通いの場が抱える課題やイベントの進め方への助言など、

有意義な意見交換や情報共有ができました。

取り組みの成果
「イベント」チラシの郵送
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イベント「つながろう『通いの場』大交流会」

8/27「イベント」の様子 2/4「イベント」後の記念撮影

□「公開例会」の開催

12/17には、「公開例会」を開催しました。参加者は少数でしたが、

活動紹介を行い、情報の共有ができました。2/4「イベント」のひな形

になりました。

その他の取り組み

□「地域福祉ネットワーク推進会議」への参加

東・中・西地域で開催された「会合」に会員

が参加、関係機関との連携に努めました。

□「例会」の開催

毎月第2木曜日の夜間、会員に加えて関心のある非会員の方ととも

に、各種の情報交換・共有やイベント等の企画を行いました。

また、関係者への広報活動や会員による新規

会員獲得に向けた取り組みを積極的に行ってい

きます（ホームページも始めています）。さら

に、｢地域福祉ネットワーク推進会議（東･中･

西地域）｣に積極的に参加、関係機関との連携

に努めていきます。会員数については、令和6

年度中に50、令和7年度までに100の確保を

目指します。

今後に向けて

「会合」を、会員による「例会」、規模の大きな「イベント」、身

近なところで誰もが参加できる小規模の「公開例会」の三つに分け、

誰もが関心の持てる「会合」を目指します。「通いの場」に関心のあ

るある方すべてに対して、人（メンバー）や東大阪市内のさまざまな

団体（社会資源）をつなぐことで悩みを解消し、活発な活動、活発な

まちづくりに寄与していきます。

ご清聴
ありがとう

ございました
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令和5年度
「ダブルケア当事者の
居場所づくり事業」

成果報告

令和6年6月8日

ダブルケア東大阪

ダブルケアとは

狭義：子育てと家族の介護の同時進行

広義：家族や親族など親密な関係において

複数のケア責任を担うこと

・内閣府調査(2016)…約25万人

・8割が30～40代の働き盛り

・人口の約2％→東大阪市にも約1000～1500人

・晩婚化・晩産化・少子高齢化が背景に

・認知度は約20％(ソニー生命調査,2024)

ダブルケア東大阪の活動

・2022年設立

・メンバー3名(いずれも当事者・経験者)

・賛同者・協力者多数

・全国のダブルケア支援団体と連携

活動内容

・ダブルケアの周知・啓発

・当事者からの相談対応

・ダブルケア月間(毎年2月)に合わせた啓発イベントの開催

ダブルケア当事者の居場所づくり事業

・東大阪市内の沢山の方にダブルケアを知ってもらう

→知っていることで当事者に声をかけやすくなる

・当事者同士が気軽に集い、情報交換などが行える場所を作る

→当事者の孤立を防ぐ

助けて、手伝ってと声を上げやすくなる

☆まち全体がダブルケア当事者にとっての居場所となる☆
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周知・啓発パネル展

①7月13～20日 東大阪市立男女共同参画センター・イコーラム

来場者数：約20名/日×7日間 計約140名

②9月1～14日 東大阪市役所22階市民ギャラリー
約100名/日×14日間 計約1400名

③2月1～8日 イコーラム
約30名/日×7日間 計約210名

・来場者へのアンケート結果

ダブルケアのことが詳しく知れてよかった・チラシを当事者の友人に渡したい・
支援制度を整えてほしい …など

・来場者がSNSなどで拡散→より広範囲での周知・啓発へ
・SNSでのライブ配信→来場できない方にも会場の様子を知ってもらうことができ
た

周知・啓発パネル展

ダブルケアカフェ
①6月20日(火) 地域密着型コミュニティスペース【ainowa】

参加者数：9名
②8月22日(火) 地域密着型コミュニティスペース【ainowa】
9名＋託児7名＋ボランティア保育士1名

③11月8日(木) ひとつなぎカフェ
30名＋子ども1名

④2月22日(木) コミュニティスペースYURUKA
午前5名＋午後5名＋見学2名

・参加者の声

とにかくダブルケアのことを話したい・介護の話は誰にもできなかった・
みんなが話を聞いてうなずいてくれてうれしかった …など

ダブルケアカフェ

第2回より ラグビーアパレルブランド
COCORO UNITEDさんに協賛を依頼
バウムクーヘンをご提供いただきました
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ダブルケアカフェ(第3回)

←まいづるダブルケアの会
えくぼ・小野範子さん
「ダブルケアのハナシ」

セラピストによる→
ハンドトリートメント

HANAZONO EXPO2023 出展
ミニパネル展＋子ども向けぬりえ
保護者へのチラシ配布

子ども77名＋保護者約100名参加

市政だより11月号
CSWへの相談例として「ダブルケア」を記載

・毎日新聞 報道キャンペーン開始
・4月10日 ダブルケアラー支援法案 国会提出へ
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令和6年度
「ダブルケア当事者の居場所づくり事業
2024」
・5月12日 ふれあい祭り出店

・周知・啓発パネル展(7・2月)

・ダブルケアカフェ(7・8・11・2月)

令和5年度の反省や課題を活かし、継続して事業を行う

・パネル展：のぼりや大きな看板を利用し、通りすがりの人の目
を引く工夫を行う

・8月のダブルケアカフェ：保育士による託児を行い、参加者が
安心して話せるようにする

ご協力をお願いします！

・もっともっとダブルケアの認知度を上げていきたい

→ご家族・ご友人と「ダブルケア」について話してみてください

・身近にダブルケアの方がいたら…

→まずは挨拶から、困っていそうなときは話を聞いてあげてください

「助けて」「手伝って」「しんどい」と言っていいんだよと伝えてください

・ダブルケア東大阪の活動をご紹介ください 

ご清聴ありがとうございました
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2024/5/31
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～学校に行きにくい児童生徒へ
いろいろな機会をあたえる～

はじめの一歩 

フリースペースかんの

目的
・きっかけ作り
・地域の人々の特技を活かした
ワークショップを企画
・学校に行かなくてもいい選択

活動内容
①ワークショプに参加し、
きっかけをつくる
②居場所をつくる

①ワークショップ
・７８人（１９３人）４０％
＊その他（ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ８丁目の企画）
・１１人（３０人）
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2024/5/31

2

お魚いっちゃん アウトドア講座

かんので餅つき体験 マジックショー＆科学実験教室
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2024/5/31

3

しゃべり場 ２回
１回目 不登校
（元保護者２名＋保護者６名）

２回目 発達障害と不登校
（助言者１名＋保護者８名）

②居場所づくり
・木曜日のフリースペース利用
あまり利用されていない。

・カフェ営業中の利用
＊園児と保護者が2回/週 ６か月
＊中学生が相談や勉強 ２人

改善点
・木曜日のフリースペース利用
具体例をSNSでPRしていく
・日程を決めて募集するワークショップ
日程を決めない講座へ変更

（やりたいことを相談して実施する）

活動ビジョン
一人一人に寄り添った計画を立て
て実施、成功体験の積み重ねを 

＊フリースペース利用の令和６年度実施予定例
職業体験（あるグループの中学生）
ふれあい喫茶（不登校経験のある成人）
ネパール高校生と２人旅（実施済み）など
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令和５年度
東大阪市地域まちづくり活動助成金事業

なんでもはなしてみよう会
なんでもはなしてみよう会・報告会 よりみち

事業目的
・青年期を迎える知的障がい当事者が、安心して発言できる場をつくる。
・当事者が自分の思いを自由に発言することで本来もっている自分の力
に気づき、地域社会でもいきいきと過ごす。
・当事者の気持ちを知る。

事業内容
・自由なおしゃべりの中から、自分を知る機会を得るとともに、自分以
外の人の状況も知り、自己実現に向けたきっかけづくりを行う場の提供。
・当事者の意見を共有するための報告会の開催。

活動実績
・はなしてみよう会会議 よりみちにて6回、 ZOOMにて1回 48人参加

・下見セッティング確認など 日下リージョンセンター 2人参加

・なんでもはなしてみよう会 日下リージョンセンター 16人参加

・はなしてみよう会振り返り会 よりみちにて1回 8人参加

はなしてみよう会振り返りと報告会会議 よりみちにて4回 31人参加

・報告会原稿作成、練習会 よりみちにて2回 19人参加

・なんでもはなしてみよう会・報告会 日下リージョンセンターにて 14人参加

・はなしてみよう会報告会振り返り会 よりみちにて1回、ZOOMにて1回 10人参加

・来年度の活動にむけての話し合い よりみちにて 7人参加

助成金事業参加人数 のべ155人

なんでもはなしてみよう会 12月3日日下リージョンセンター
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なんでもはなしてみよう会・報告会
2月4日 日下リージョンセンター

まとめ
・事業の目的である、当事者が安心して発言できる場を提供することができた
・告知については、周知する難しさがあった。 SNSを制限されている場合も多く、チラシを何度か渡し、
その都度に丁寧な説明を心がけた。
・成人を迎えた障がい者が、じっくりと話しを聴いてもらえる体験が少ないことを知った。
・また、成人を迎えた障がい者の家族も学校等での横の繋がりが希薄になり、孤立している現実を知った。
・本人、家族、支援者、まわりのひと、だれもが当事者という目線で、地域と繋がっていきたい。
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2023～2024
ラグビーのまちでラグビーを
「やってみる＆やろう！」

イベント

ＮＰＯ法人 リード

１：ラグビーの「まち」へ
・花園ラグビー場がある！

・見たことがある！
↓

・「ラグビーをやってみる」：少
・「興味・関心がある」 ：少

・気軽に・運動で・教えて欲しい

１：習い事じゃない！

２：花園ラグビー場で、「運動をする休日」のヒトツへ。

３：現役ラグビー選手・元プロ選手から「学べる」

2023～2024：計8回

幼児

小学生

親子
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7・8 親子ラグビー教室

幼児・小学生・大人が

ラグビーを楽しみ・繋がれることで

活気あふれる

「ラグビーにまち」らしい

まちづくりに貢献。

ん

自立・継続的にまちづくり活動をしていくための改善点、新たな取組

取組
お祭りや、その他の団体等との関わりを強め、
ラグビーに触れる機会があるイベントを提供し、
「ラグビーのまち」にふさわしい
ラグビーを身近に感じれ楽しめる
まちづくりに繋がる活動を。
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令和５年度
地域まちづくり活動助成金活動成果報告会

＜スタート支援部門＞

特定非営利活動法人 多言語・多文化サポートICHI

事業名

誰もが活躍できる多文化社会の実現に向けて

国籍に関わらず、多様な年齢層や地域の人が参加できる環境を整え、

多文化・多言語社会実感の機会、多様な形の社会参加の促進を図る。
目的

多様性と寛容性のある地域社会の形成

社会参加の促進

若者の参加

オンライン活用

多言語・多文化サポートICHI

事業名 誰もが活躍できる多文化社会の実現に向けて

Key Words

1. 多言語・多文化理解イベント 「なぞとき世界旅行」 ４回

2. 多言語・多文化理解イベント 「多言語ワークショップ」

3. 多言語・多文化理解イベント 「料理ワークショップ」

4. 多言語・多文化体験イベント 「ICHIフェス」

5. 教育機関との連携ワークショップ講座

事業名

誰もが活躍できる多文化社会の実現に向けて

実績

など

多言語・多文化サポートICHI

事業名 誰もが活躍できる多文化社会の実現に向けて
事業の成果・効果

外国人住民の
情報発信と活躍の場の提供

外国人住民の多言語・多文化を
参加者と共有

オンラインイベントを通した
発信と多様な人との意見交換

教育機関と連携した
課題の発見と意見交換

留学生や子どもの参加増加
活動の幅の拡大

教育機関に招待していただく

機会の増加
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「多言語・多文化理解イベント」の実施

「なぞとき世界旅行」
フィリピンの子どもが遊ぶ役者ゲーム

「多言語ワークショップ」
中国語のあいさつ・遊びに行く時の誘い方

外国人住民の
情報発信と活躍の場の提供

外国人住民の多言語・多文化を
参加者と共有

「オンラインの活用」の実施

オンラインブースの設置

オンラインイベントの実施

オンラインイベントの参加

オンラインイベントを通した
発信と多様な人との意見交換

教育機関と連携した
課題の発見と意見交換

「若者の参加」を狙った活動の実施

ダンスを通した交流 「ICHIフェス」

留学生や子どもの参加増加
活動の幅の拡大

外国人住民の多言語・多文化を
参加者と共有

「教育機関との連携ワークショップ講座」の実施

日新高校
「なぞとき世界旅行」

東大阪大学 公開講座
「なぞとき世界旅行」

教育機関と連携した
課題の発見と意見交換

教育機関に招待していただく

機会の増加
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事業の成果・効果

外国人住民の
情報発信と活躍の場の提供

外国人住民の多言語・多文化を
参加者と共有

オンラインイベントを通した
発信と多様な人との意見交換

教育機関と連携した
課題の発見と意見交換

留学生や子どもの参加増加
活動の幅の拡大

教育機関に招待していただく

機会の増加

不特定多数の参加者を募るために

1. チラシの配布

2. 本団体のHPやSNSでの発信

3. 「スクラムは～と」「こくちーず」などの活用

4. 「いろいろな国のダンス交流会」の実施

子ども 対話 連携強化研修・セミナー

今後の事業展開 今後の事業展開

•多様な文化や言語の発信の場

•主に外国人住民の方の活躍の場

•日本語教育や言語・生活支援の重要性

•当事者として考えられるような働きかけ

外国人住民の声を聞き、反映し、地域住民や教育関係者と連携しながら、

多文化社会を築いていく
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本助成金のイベントやオンライン日本語交流会、
外国につながる親子の教室も行っています。
イベントの企画・運営、SNSによる広報等、

趣味や特技を活かしませんか？国籍年齢不問です！
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＜事業チャレンジ部門＞

ユメカナエフェス実行委員会

ユメカナエフェス２０２３
開催しました！

概要のご紹介
２０２３年１０月１５日(日)
花園中央公園
１０：００～１７：００

コンセプト
①夢の実現
②動物愛護
③地域美化

タイムテーブル 会場マップ

-53-

ユメカナエフェス実行委員会



2

ステージのご紹介

猫の飼い主を
見つける

（地域猫活動）

ごみはゴミ箱へ
多量であれば

家に持ち帰って捨てる

犬のふんは
持ち帰って捨てる

地域の意識改革
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地域の意識改革

連携イベントと協力した
清掃活動

地域美化の意識UPを図る

フェスで集客 地域をまきこむ

美化意識UPの取り組み
啓発 清掃活動

集客地域を巻き込む

地域の方々を巻き込み、清掃
活動を実施

出演者がステージで啓発

・東大阪市内の大学へ出演やボランティ
アスタッフの募集
・東大阪市内の中小企業さんへの声掛け

音楽ステージ・ キッチンカー、ワーク
ショップ等様々なコンテンツで開催
今まで美化活動について興味がなかった市
内外の方にも発信

楽しみながら啓発 参加したくなるような工夫

美化意識に繋げる

長期的な展望
東大阪市での定期的なイベント開催
年２回の清掃活動
フリーイベント

公園を利用する人との関わり
コミュニケーションによる情報収集、マナー改革

地域猫の里親募集
保護猫団体さんへの寄付、飼い主のいない猫の削減
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